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口
研 究 主 題

生徒一人一人が個性 を生か し、主体 的に学習 する授業 の工夫

1主 題設定の理由

21世 紀 に生 きる生徒 たちは、国際化や情報化 の進展、科学技術の発展、高齢社会及 び少 子社

会の到来、価値観 の多様化 など、社会の大 きな変化 に直面 している。 その中で、学校教育 の在

り方 も問われてお り、 その役割 の見直 しとともに教育内容 や方法の改善 ・充実が求 め られて い

る。

人生80年 時代 と言われ るよ うになった今 日、生涯 にわた って学 び続 ける ことが益h重 要 とな

り、 この激 しく変化す る社 会にあ って、 自分 を生かす学習 によって 自己実現 が図れ る とす るな

らば、それ 自体が生 きが いにっ なが ってい くと考 え られ る。

そ こで、現在 、学校 教育 にお いて は、獲得 した知識や技術 の量を重視す る教 育か ら、学 ぼ う

とす る力や学 ぶ力を重視す る教育 への転換 が図 られて いる。 もちろん、一 斉指導を中心 に展 開

されて きた今 まで の教育 は、国民の教育水準 の向上 や学習効率 といった面か らは大 きな役 割 を

果 た して きた。 しか し、現在 は、著 しい社 会の変化や新 たな課題 に対 して、人生の その時 々に

適 切 に対応 し、生涯 にわ たって主 体的に生 きてい くたあの力を身に付 けることが強 く求 め られ

て いる。

中学 校保健体育の学習 にお いて は、生涯体育 。スt一 ッの基礎 を培 う観点 か ら、生徒一 人一

人 が運動 の基礎 的 ・基本 的な内容 を身 にっ け、学習の過程 にお いて各人の個性 や能力を伸 ば し、

主体 的に学習 す る意欲 や態度 を育成 す ることが重要であ る。

そのための取 り組み は、授 業において生徒 が自 ら課 題を見つけた り選択 した り して、 それ を

解 決す る学 習を展開す ることで 自己教育力 の育成を図 ることが大切 であ る。 この 自己教育 力 の

育成 こそが 「新 しい学 力観」 に立 った教育 の目標であ ると考 え る。

こう した考 えか ら、①学習 の主体 は生徒 である、② た くま しく生 きる生徒 を育 成す る、⑧ 一

人一 人の生徒 の興 味 ・関心 を大切 にす る、 などを常 に念頭 にお き 「生徒一人一 人が個性 を生 か

し、主体 的に学 習す る授業 の工夫 」を研究主題 と して設定 した。
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H研 究のね らいと仮説

1研 究 のね らい

生徒一人一人 が 自己の興味 ・関心 ・能力 に応 じて主体的 に学習す る力を身 に付 け るため、

学 習内容 の選択 や学習課題 の設定 を生徒 自身 が行 う授業を創造 す る。

2研 究の仮説

(1)生 徒 自 らが学習内容 の選択 や学習課題を設定す ることは、学習 に対 す る内発的動機 付 け

にな り、意 欲的 に学習 に取 り組む ことに なる。

(2)適 切 な学 習情報の提供 や、 よ り個が生 きる学習形態 の工夫 をす るなどの教 師の支援 は、

生徒 の学ぶ意 欲を一層高 め る。

皿 研究の方法

1「 陸上競技 」「球技」「保 健」の3分 科 会を設定 し、研究 を進 めた。

2そ れぞれの領域 で、生徒 を対象 に意識調査を行 い、生徒 の興味 ・関心 ・意欲 にっいて集計 ・

分析 ・考察 を行 った。

3各 分科 会で は、生徒 に種 目(内 容)選 択を行わせ、男女共 習、テ ィームテ ィーチ ングの実

践 も通 してその研究を進 めた。対象学 年 は第2学 年 とした。

① 「陸上競技」 では生徒 の意識調査 を参考 に、 また、学校 の実態か ら リ レー、長 距 離走 、

走 り幅跳 びを開設 し、生 徒 に1種 目を選択 させた。学習 のは じめの般階 で、 自己の興 味 ・

関心 や能力 に適 した課題 を見 っ けさせ、 さらに、具体的 な活動例 を もとに学 習計 画を立 て

させ 、男女共習 で授業 を展 開 した。

また、 オ リエ ンテー シ ョン、テ ィームテ ィーチ ング、学習資料、視聴覚機器 の活 用等 の

工 夫を した。

② 「球技」 で は意識調 査を参考 に、バスケ ッ トボール ・サ ッカー ・バ レー ボー ルを開 設 し

生徒 に1種 目を選 択 させ た。学習の途中 「なか」の段 階で は、個人 の能力 と特性 に応 じて

学習 グル ープ(3段 階)を 選択 させ、それを もとに各 グループの リー ダーを中心 に学習 計

画 を立 て させ、男女共 習の習熟度別学習 を展開 した。

また、オ リエ ンテー シ ョン、テ ィームテ ィーチ ング、学習資料、視聴覚機器 の活 用等 の

工 夫を した。

③ 「保健」 で は意識調 査を参考 に、第2学 年 で学習す る 「健康 と環 境 」 を取 り上 げた 。 オ

リエ ンテー ションで生徒が持 って いる科学的で ない概念 を崩す発問や簡単 な実験 を行 い、

動機付 けを行 った。

次 に、各 自に 「健康 と環境 」の領域 の中か ら調査 や研究 、そ して発表 してみ たい課題 を

決 あさせ、同 じ課題 を選 んだ生 徒を集 め グループを作 らせ た。学習過程 の工夫 と して は、

生徒 が主体的 に学 習計 画を立 て、その計画 に沿 って調査、研究 し、発表す る授業 を展開 し

た。

また、 オ リエ ンテー シ ョン、学習資料、視聴覚機器の活用等 の工夫を した。
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IV研 究の全体構想図

生涯体育 ・スポー ツ

1

保健体育科目標

『

[研究主題コ

生徒一人一人が個性を生かし、主体的に学習する授業の工夫

i

選択制授業 ・課題学習
}

1
[仮説]「

(1)生 徒自らが学習内容の選択や学習課題を設定することは、学習に対す る内発的動機づけになり、

意欲的に学習に取 り組むことになる。

② 適切な学習情報の提供や、より個が生 きる学習形態の工夫をするなどの教師の支援 は、生徒の学

ぶ意欲を一層高める・
___一________」

-
⊥

9
白

り
0

[研究の方法]

各領域か ら、「陸上競技」「球技」「保健」の分科会を設定 し、研究を進める。

それぞれの領域に応 じた意識調査を行い、生徒の興味 ・関心 ・意欲について集計 ・分析 ・考察を行う。

各分科会ごとに、現在、班員が行 っている授業を見直 し、選択制授業、男女共習の授業で研究を

進 め る。また、「陸上競技」「球技」 の分科会で はティームテ ィーチ ングで授業 を実践す る。

聴蔓灘 描 芸灘 霧 撫 墓 芝薯 資料や学習カード'グルー鰍 の工夫州
4主 な研究にっいては以下の通 りである。

〈陸上競技〉各自の目標 ・課題別による学習内容 ・方法の選択 、　

灘1灘 中(なか)での効果的な習熟度別学習
__」

L塑 内割

i 1

Os●(轡 長距剥
走 り幅跳び)の 開設 と種 目

球 技

①3種 目(バ ス ケ ッ トボ ー ル ・

サ ッ カ ー ・バ レ ー ボ ー ル)

保 健

① 「健康 と環境」に

り上げ、生徒によ

選択 の開設と種目選択
習

②学習資料や学習カー ド・V

TRを 活用 した課題のもた

せ方 ・解決の仕方 と男女共

②学習資料や学習カー ド・V

TRを 活用 した課題の もた

隔 綴 羅 箋方と男女共

②学習計画や学習力

TRを 活用 した課

1 せ方 ・解決の仕方

習 ・選択制授業 習熟度別学習 プでの学習の展開
③ オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・テ ィー ③ オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・テ ィー ③ オ リエ ン テ ー シ ョ

ムテ ィーチ ングの工夫
一

ムテ ィーチ ングの工夫
一 〔

「
}

取
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V研 究の内容

1陸 上競技

(1)意 識調査 の結果 と分析

① 意識調査 にっ いて

ア 目 的 生徒 の陸上競技 に対す る興味 ・関心 ・意欲 を把握 し、選択制授業 の展 開 を

考え、主体的 に学習す る能力 を高 め るための指導の参考 とす る。

イ 時 期 平成7年7月

ウ 対 象 研究員所属校第2学 年男女213名

② 結 果(数 値 は全てパ ーセ ン ト)

問1あ なたは、体育 の陸上競技 が好 きですか。

01020304050

ア 好 き 男

女

イ やや好 き 男

女
ウ やや嫌い 男

女

工 嫌い 男

女

問2あ なたは、体育 の陸上競技 の種 目の中で、 どの種 目が一番好 きですか。

01020304050

21%
22%

46%
i

響 灘 懸 、, F1、F♂1 】

i 39%
'闘 24%

t28%
9%

l--%

ア 短距離走 男.・

女

イ リレー 男,

女

ウ 長距離走 男 ヒ

女
工 障害走 男'

女

オ 走 り幅跳び 男 七㌃

女
力 走 り高跳び 男 七

女

e%

s%

謂畿
2'x46

11%

13%(以 上 の中か ら一っ選ぶ)

問3あ なたは、体育 の陸上競技 の種 目の中で、 どの種 目が一番嫌 いですか。

01020304050

ア 短距離走 男11%

女12%

イ リレー 男7%

女5%
ウ 長距離走 男54%

女56%
工 障害走 男11%

女13%

オ 走 り幅跳び 男8%

女7%
力 走 り高跳び 男9%

女7%(以 上の中か ら一っ選ぶ)

問4あ な たが 、体育 の陸上競技 の各種 目の中で学習 したい ことは何 です か。

次の項 目か ら必ず二っ選んで答えて下 さい。

00203040

ア 記録を伸ばしたい 男38%

%器1鍵

%11

,
%

、
・〃

亮

3

'

%18
%　1

%9

籔艇
'

女

男
女

男
女

男
女
男
女

いたち勝に争

い

い
手

た

で
た

た

上

り

ム
り

を

み

が

な

一
な

目

て
目

に

オ
に

種

つ
種

う

フ
う

な

や

な

よ

な

よ

ろ

い
る

い

れ

き

ろ

き

で

い

う

る

い

き

ろ

で

い

に

イ

ウ

エ

オ

(以上の中から二っ選ぶ)
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③ 分 析

ア 問1で は、体育 の陸上競技 が好 きな生徒が6割 お り、嫌 いな生徒 が3割 とい う結 果

がでて いる。女子 の方が、嫌 いな傾向が見 られ る。

イ 問2で は、男子 で短距離走 が一番好 きと答え た生徒 が3割 を越 えてい る。女子 は、

走 り幅跳 び と リレーが一番好 きと答え た生 徒を合 わせ ると約5割 とな ってお り、男 子

と女子 で は、好 きな種 目に違 いがある。

ウ 問3で は、長距離走 が嫌 いだと答えてい る生徒 が圧倒 的に多 く男女 とも5割 を越 え

て いる。長距離走 を含 あ、全種 目にわた って男女 による差 はほ とん どない。

工 問4で は、記録 を伸 ばす こと、及 び上手 にで きるよ うになる ことを学習 した い と答

えた生徒が多 い。

(2)特 性

① 一般的特性

ア 陸上競技 は、走 る ・跳ぶ ・投 げるとい った人間 の運動 の基本を なす ものを中心 と し

て、速 さと距離 と高 さを競 い合 う運動 である。

イ 陸上競技 の学習 は、結果が数値(記 録)と して表れ るので、生徒が 「自己に合 った

目標 や課題」を設定 しやす い。

ウ 種 目 と関連 の深 い体力の向上を図れ る。

② 生徒 か ら見 た特性

ア 相手 と競争 した り、記録測定を行 うことによ り、 自己の能力 とその進歩 を確 か め る

ことがで きる。

イ 個人 の体力や能力 に応 じて記録 に挑戦 し、それを向上 させ るところに楽 しさや喜 び

を味わ える運動 で ある。

ウ 自己の体力の諸要素を駆使 し、全力 を尽 くして競 い合 うことが楽 しい運動 であ る。

(3)学 習過程 の工夫

① 自己の興味 ・関心及 び能力や適性等 にあった種 目を選 択で きるようにす る。

② 自己の能力や適 性等を生 か し、 目標 や課題 の設定を行 い、課題別 のグループを編成 し、

その課題解決のた めの学習計 画を立 て るよ うにす る。

③ 学 習の見通 し ・進 め方の確認 のためのオ リエ ンテーシ ョンを重視 す る。 また 、確認 の

たあの時間を とり、新 たな課題発見 ・学習計画立案のための活動 を行 う。

(4)課 題の もたせ方、解決 の工 夫

① 学 習の ポイ ン トや、学習内容 ・練習例 の記載 された学 習資料 を活用することによ って、

生徒 一人一 人が主 体的 に学 習計 画を立て るよ うにす る。

② 学 習 カー ドを活用 し、 自己評価 ・相互評価 によって 自己の課題達成 状況を確認 し、毎

時間の活動状況 に よって課題 の修正 や新 たな課題 を設定 す るな どの フィー ドバ ックを行

う。

③ ティームティーチ ングによ り、課題 の発見や解決のたあの適切 な支援を行 う。
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1

(5)第2学 年 陸 上 競 技 学 習 計 画(15時 間 扱 い)

・学習のね らい

①陸上競技の特性 を理解 し、自己の興味 ・関心 や能力 に適 した目標を設定 し、その達成を めざ した課 題 を発 見 し設定 で きる よ

うにす る。

② 課題を解決す るための学習 内容 ・方法 を設定 し、学習計画を立て る。
・学 習方法

① 種 目選択(リ レー ・長距離走 ・走 り幅跳 びか ら選択。3限 ～8限 は、3種 目よ り1種 目選択、9限 ～14限 は、 残 りの2種 目

よ り1種 目選択す る。)種 目ごとに目標別の グル ープを編成 し、個人の 目標 達成およ び学 習計画を たて協力 して学習 を行 う。

② 男女 共習で行 う。

③TT方 式を取 り入れ る。
。学 習計 画

学 習 内 容 。 学 習 活 動 教師の働きかけ

は i

オ リエ ンテ ーシ ョン1

各種目の一般的特性を知 る。
学 習の見通 し、学習のすすめ方にっいて確 認する。
種 目選択(課 題別の グループでの話 し合い ・役割分担 ・約束事項確認)
学 習資料 ・学習 カー ド・VTR機 器 の使用 ・活用 について確認す る。

・種 目の特性 にっ いて理解 する
。

・学習形態 ・方 法 にっ いて理解 さ

せる。
・自己課題 とグル ープの具体的課

題が明確 であるか確認 し、助言
す る。

・学習資料 ・機 器の使用にっ いて

理解 させる。

じ 参考記録の測定 ・取 り組 みが能率 的にで きて いる

2

自己の能力 を知 るための選択種 目の参考記録 をとる。

者翻 謝 磐 熱 騨 騨 をもとに課題と取り組みを設定する・)
目標別学習例(走 り幅跳 び)… …P.9参 照

か助言 する。
・自己課題 と グループの取 り組 み

が明確 であるか確認 し ・助言す
る。

め
・測定方法 につ いて助 言す る。
・毎時間 の課題 の もち方 、学習内
容を確認す る。

・学習資料 と学習 カー ドの記 入の

仕方につ いて助言す る。

3

オ リエ ンテーシ ョン2(種 目1に つ いてのオ リエンテーシ ョン)

自己の能力 。適性 にあわせ た課題解決のための取 り組みを確認 す る。
自己の課題設定 の確認
学 習資料 ・学習 カー ドを利用 し学習 に取 り組む。

・毎時間の学 習計画 ・内容 ・課題

設定 をチ ェ ック し助言す る。
・課題解 決のための適切 な活動 が

行 われてい るか確認 し、助言 ・
支援 す る。

学習の展開方法例(走 り幅跳び) ・グループ内で協力 しあい、能率
4 的な活動が行われているか確認

な Fひ

ρ0

学 習内 容
・反り跳び

(ロイター板を使う)
・助走距離をみつけ

る

・反り跳び(立 ち幅

跳び)
・踏み切り線に足を

合わせる

・助睦をつけて反 り

跳びをする。
・助走の歩数をあわせ、
スピードにのる

・助走をつけて反り跳

びをする

・記録の測定

・空中フオーム
、

助走のチェック

し、相互 に評 価 しあ うよ う助言

す る。
・安全面(器 具 ・学 習環境)の 確

認 と助言 をす る。

7 学 習
・踏み切っていちばん

高い位置で体を反る

・腕の振りを使う

・踏み切り板から走る

・短い距離から始め、

距離を伸ばす

・自分の助走距蕉に合わ

せるように練習する

・グループ内で確

認する

・VTR機 器 の使用 と活用の助言

をす る。

方 法 ・2舳の距蓬で始め最 ・スタートの足を変え 。マークの位置を確 ・空中 フォームをスムー ・役割分担をし計 。学 習 カ ー ドを活 用 す る。

8 '14[をみつける
る 認する ズにする 測する ・VTR機 器 の使用 によ り自己の

技能の確認 をTTで 支援 す る。

オ リエ ンテー ション3(種 目2に っいて のオ リエ ンテーシ ョン)

種 目1の 課題達成状況 を確認す る。(自 己評価 ・相互評価)
課題達成 の反省 と学習計画 を反省 し、種 目2の 学習課題 と学習計画をたて る選択種 目

2の グループ分 け。

・選択種 目1の 取 り組 みにっ いて

具体的 に反省 してい るか確認 し
助言す る。

・選択種 目2に っ いて課題 の設定

9 を助言す る。
・学習資料 ・学習 カー ドを効 果的

に利用 してい るか確認す る。
・VTR機 器の使用 によ り自己の

技 能の確認をTTで 支援 する。

学習の展開方法例(長 距離走) ・3限 ～8限 までの留意点 と同 じ

か

(
V

111 学 習
・きれいなフォーム

で走る

・目分に合う走 り方

をみっける

・自分に合う走り方

をみっける

・今までに学習 した

ことを確認 して走

・記録の灘淀

内 容 ・イ ンターバ ル走 に ・インターバル走に る

12 取り組んでみる 取り組んでみる

13 学 習
・腕を大きく振る

・腰の位置を高く保

。前半はゆっくりの

走法で、後半は早

・1周 のタイムを決

めインターバルを

・腕の振り
、腰の位

置を確認 し1000皿

・グループ内で確認

する

方 法 つ く走る 6周 行う を走る ・役割分担をし計測
14 ・1周 のペースを守る

する

ま

と

め

15

記録 の測定
記録会 の企画 ・立案 ・実施
ルールの確認(計 測方法 の実施)

参考記録 との比較(自 己評価 ・相互評価)授業
に関す る取 り組 みにつ いて発表す る。

選択種 目の課題が解決 され たか確認す る。

・今 まで の取 り組 みが生 か されて

いるか助言 ・支援 す る。
・計測の方法が正確 に行われて い

るか、確認 ・助言 す る。
・参考記録 と比較 し、 自己評 価 ・相互

評価 をす る。
・次の単元 にいか されるよ うに、
課題解決 に関す る助言 をす る。
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(6)実 証 授 業 指 導 案(第2学 年15時 問 中5時 問 目)

・本 時のね らい

①各 自で選択 した種 目の課題解 決に努 める。

②各 自 ・各 グループで立 てた学習計 画に従 い、意欲的 に活動で きるよ うにす る。

③器具 の設 置 ・学習環境 の安 全に留意 し、お互 いに協力 しなが ら学習を進め る。

④学習 資料 ・学習 カー ドやVTR機 器 を利 用 しなが ら学習を進め る。

・学習方法

① リレー ・長距離走 ・走 り幅跳 びか ら1種 目選択 し、男女共習 ・TT方 式 とする。

②同 じ目標 の グループで各 自の課題 解決にあたる。

・学習 の展開(15時 間中の5時 間 目)

時

導

入

5分

展

開

40分

ま
と

め

5分

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動

集合 ・整列 ・あいさっ ・出席確認(健 康 チェック)

本時 の学習 内容 の説 明 ・グループ ・個人の課題確認

用具 の準備 ・確認

教師の働きかけ

・出席確認を し、健康状態を確認

す る。
・学 習内容が的確に把握で きて い

るか確認 する。
。本 時の内容 を的確に伝え る。
・全員 で協力 しあ って準 備 して い

るか確認 する。
・見学者へ の活動参 加の助言をす

る。

リレー ・長距離走 ・走 り幅跳 びの3種 目よ り1種 目選択 し、男女共習で実施 する。

各種目の グループの課題 を確認 し内容 を理解 して学習 に入 る。

各種目 ごとに協 力 しあい用具 を用意 し、安全 に留意 して学習す る。

各 種目 ごとにわかれ、学習計 画を もとに、課題解決の学習に取 り組 む。

各種 目 ・グループ ごとに分 かれ

・準備運動(5分)

・主 運 動(30分)

・整理運動(5分)

(グループごと)

(個人 の課題解決)

(グループごと)

の時間配分の中で 自己の学習活動 に取 り組 む。

目標別学習例(長 距離走)… …P.9参 照。

学習の展開方法例

学 習
内 容

・きれいなフォーム

で走るc

・自分に合う走 り方

をみっける。
・ペースを見っける

、

・自分に合う走り方

をみっける、
・ペースを見っける。

・目標タイムを決め

て走る。

・記録の濱捉

学 習
芳 法

・腕を大きく振る。

・腰の位置に注意し

て走る。

・灘 はゆっくり走り

後半は速く走る,・

1周 のべ一スを守

り走るD

・1周 のタイムを決

めインターバルを

6周行う。

・今までの活動を確

認して、1000血 を

走る。

・グループ内で確認

する。
・役彫 胆 をして

、
計測するc

・具体的学習例(長 距離走)

準備運動(5分)
・トラ ック ・

主 運 動(30分)

[課題、 ペースを見付 ける。]
・1周36秒 の タイ ムを設定 し、イ ンターバルを行 う。
・1周36秒 の タイム設定が苦 しい場合 は、 タイムを設定 しなおす。
・腕を大 きく振 る。

・腰の上下動が少 なくなるよ う心がける。
・呼吸の リズムを保 ちなが ら走 る。

整理 運動(5分)(グ ル ープ ごと)
・全身の ス トレッチ体操 。柔軟 体操 。

(グループごと)
一柔軟体操 ・ス トレッチ体操 ・各部 の補強運動

(個人の課題解決)

用具 の片付 け。

健康状態 の確認o

本時 のまとめ。

次時の内容確認 と課題設定 の確認 。変更 をす る。

個人 カー ドの記入をす る。

あ いさっ

・生徒全体 の動 きを掌握 し、指導

にあたる。
・個人 ・グループの学習課題 を確

認 し、助言 ・支援 にあたる。
・意欲的 に取 り組ん でいるか確 認

し、助言 ・支援 にあた る。
・VTR機 器 を利用 し、技能 にっ

いて助言 ・支援す る。
・TT方 式を利用 して出来 るだけ

多 くの生徒が課題解決 が出来 る

よ うに助言 ・支援す る。
・活動中の生 徒の体調 ・安全面 を

確 認 し、助 言 ・支援 にあたる。

・健康状態 の確 認をす る
。

・生徒 ・グループの課 題達 成にっ

いて反省 ・評価す る。
・次時 の課題 を確認 する

。
●個人カードの記入を確認す坐 」
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(7>資 料① 目標別学習例

目 標 課 題 具 体 的 課 題 例
i

バ トンパ スを う ま

く した い

短距離走の走り方を見つける
腕 の振 りを工夫す る 重心を高 く保 って走 る

ス ター トの方法 を知 る もも上 げや テ ンポ走を知 る

スムースなバ トンの受 け方 、

渡 し方を見っ ける

バ トンの持 ち方 を知 る メンバ ーの走方に より走1順を工夫す る

声 を掛 け合 ってパ スをす る ブルーゾーンを使 う

バ トンパ スの時 スピー ドが落

ちない ようにす る

合図をする地点と待っ地点の距離を決ある

全速力での受け渡しの練習をくり返す

協力 して速 く走 り

たい

短距離走の走り方を見っける
腕 の振 りを工夫す る 重心を高 く保 って走 る

ス ター トの方法を知 る もも上げやテ ンポ走 を知 る

スムー スなバ トンの受 け方 、

渡 し方を見っ ける

テークオーバ ーゾー ンの中で確実にバ トンパスをす る 走力 によ り受 け

渡 しの場所 を工夫す る 色々なバ トンパスの技能を経験す る

il

バ トンパ スの 時 ス ピー ドが 落

ち ない よ うに す る

全速力 での受 け渡 しの練習を くり返す

タイ ミング良 くバ トンを渡す

目 標 課 題 具 体 的 課 題 例

長

距

離

走

決めた距離や時間

を走り抜きたい

走 り方を見つけ る
呼吸 リズムを保っ 重心の上下動を少 な くす る 踵か ら着地す る

腕 の振 り方 を知 る 自分 にあ った走法 を知 る

ペ ースを見っけ る
自分 にあった距離や時間でゆ っくり走 る ペースを一定に保っ

走 るス ピー ドを変えて 自分でペースをつ くる 脈拍数 を参考にす る

目標 タイ ム(時 間)を 決 める
ラップタイムを決め る ラップ タイムを変えてみ る

目標 タイム(距 離)を 変える

速 く走 りたい

走 り方 を見っけ る
リラックス した フォームを知 る 重心 の上下動 を少 な くす る

呼吸 リズムを保っ 自分にあ った走法 を知 る

ペ ー ス を 見 っ け る

ペースを一定に保 って走 る 一定 のペースで走 る距離 や時間を延ばす

走 るス ピー ドを変えて自分でペースをっ くる

デ ッドポイ ント、セカ ン ドウィン ドを知 る

目標 タイム(時 間)を 決 める
ラ ップタイムを決あ る ラップ タイムを変えてみ る

目標 タイム(距 離)を 変え る

i

1
目 標 課 題 具 体 的 課 題 例

走

り

幅

跳

び

遠 くへ跳 びたい

助走の仕方を見つける
助走距離 を決め る 助走の歩数 を合わせる3歩 の リズムを保つ

ス ピー ドに乗 る

踏切の仕方を見っける
助走 ス ピー ドをっ ける 踵か ら強 く踏 み切る 踏み切 りを合わせ る

高 く跳ぶ

空 中フォームを見っ ける
上体を伸ばす 胸を反らす あごを上げて背筋を伸ばす

腕の振りを使う

着地の仕方を見っける
踵を引き上げる 両足をそろえる 踵から着地する

着地後に手や尻を後ろにっけない 腕を前に振り下ろす

きれいな フォーム

で跳 びたい

助走の仕方を見っける
3歩 の リズ ムを保 っ リズム良 く走 る3・5・7歩 と距 離を伸ばす

リラックス して助走 する 助走 の距離や歩数 を合わせ る

踏切の仕方を見っ ける
踵か ら強 く踏 み切 る 腕 の振 りを使 う 振 り上 げ足 のひざを高 く引 き上

げ る 高 く跳 ぶ あごを上 げ背筋 を伸ばす 手足のバ ラ ンスを保 っ

空中 フォームを見っけ る
そ り跳 びで跳ぶ はさみ跳 びで跳ぶ

着地 の仕方 を見 つける
踵 を引き上 げる 両足をそ ろえ る 踵か ら着地す る

着地後 に手や尻を後 ろにっ けない 腕 を前に振 り下 ろす
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資料② リレー走課題反省記録

課 題 具体的課題 / / / / / / / / / /

自

己

評

価 準備 ・片付けに協力 できた

意欲的に活動できた

友
人
か
ら
の

評
価

協力的に活動できた

チ ー ム の 目 標 タ イ ム

チ ー ム の 結 果 タ イ ム

自 己 の 目 標 タ イ ム

自 己 の 結 果 タ イ ム

ll麟 難1た 長名 組 番

(8)本 時の成果 と課題

① 成 果

ア 生徒一入一 人が 自己の興味 ・関心や能力 に応 じて種 目を選択 し、その運動 の特性 に

触 れ る楽 しさを味わ うことで、学習意欲が高 まった。

イ 課題別 の グル ープによ る学習 を通 して、励 ま し合 い、教 え合 い、認 め合 うな どの態

度が形成 され、学 び方が身 に付 いた。

ウ 学習資料 や学 習 カー ドの使用によ り、 自 ら学ぶ意欲が一層 高 まった。

エ ティームテ ィーチ ングの実施 によ り、生徒一人一 人への指導 が より深 ま り、安 全 に

指導す ることがで きた。

② 課 題

ア 男女 の特性 に着 目 した共習の在 り方 について、 オ リエ ンテー ションの工夫 の必 要 が

あ る。

イ 選択制の授業で は、生徒一人一人 が十分 に活動で きる施設や用具 の工夫が大切 で あ

り、生徒 の主体 的な活動 にお いて も教 師の適切 な指導 ・助言 は必要 である。

ウ グループの中で、 リーダーの条件 や決 め方 を考 えさせ、主体的 にグループ編成 が で

きる力を培 うことが必要であ る。

工 各 グループの学習計画の進度 に応 じた効果的 なテ ィームティーチ ングにっ いて、 さ

らに研究を深め る必要があ る。

オ 短距離走 と リレーを分 けて、 リレーのみを一っ の選択 種 目に設 定 したが、短距離走 と

リレーの特性 によ り深 く触れさせ、学習の効果を高め るためには再考の必要がある。
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2球 技

(1)意 識 調 査 の 結 果 と分析 ・考 察

① 意 識 調 査 の 結 果

問1球 技の授業であなたが好きな種目は何ですか。

男 女
isizziア

イ

ウ

エ
オ
カ
キ
ク

3問

ア
イ

ゥ

エ
オ
カ

キ

ク

バ レー ボ ー ル

バ ス ケ ッ トボ ー ル

ハ ン ドボ ー ル

サ ッカ ー
ソ フ トテ ニ ス

ソ フ トボ ー ル

卓 球
バ ド ミ ン ト ン

2327
51

247
312
105
127
?19

計
19%

25

3
17

7

8

10

ii

授業中 、楽 しくな いと感 じるの はどんな ときですか。

体 育その ものが苦手で ある
種 目が嫌 いで ある
ほめて もらえ ないとき

運動量 が少な いとき
ゲームを行わな いときや勝てなか ったとき
うまい入たちだ けでプ レー してい るとき
友達 に自分の失敗を責め られた とき
その他

男

8%
20

2

11
20

16

19

4

ア 自分 の力 にあ った授業 にな るのでよ い
イ 自分 と同 じ力の人 と協力 して授 業がで きるのでよい
ウ 不十 分な ところを補え るのでよい
工 自分 が人 と比 べて劣 ってい るよ うでいやな思 いがする

オ で きる人 と一緒 でない と上達 しないよ うな気 がす る

問5習 熟度 別で 授 業を行 うと した ら、 どの種 目を
選 びますか 。

問2球 技の授業中、楽 しいと感 じるときはどんなときですか。

男 女
34%43%ア チー ムワー クが良 か った とき

イ 自分が活躍 したとき
ウ 友達同士 でア ドバイス しあえたと き
工 先生か らほめ られた とき
オ ゲームが良 か ったとき

女
12%
只
り
9
白
7

4

ワ
畠
7

9
山

2

1

2

1

計

10°/a

22

2

9

17

19
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3

問4習 熟度 別で授業を行 うことについて、あなたは どのよ うに思 いますか。

男 女
35%27%
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ウ
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ク

バ レー ボ ー ル

バ ス ケ ッ トボ ー ル

ハ ン ドボ ー ル

サ ッカ ー

ソ フ トテ ニ ス

ソ フ トボ ー ル

卓 球
バ ド ミ ン トン

男 女
16%23%
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3
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り
9
白
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1

0
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9
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問7男 女共習 につ いて、どう思 いますか 。

ア

イ

ウ

エ
オ

互 いの良 いところを見 られるの でよい
力の差があ るので おも しろ くない

計
19%

as

3

16

9
7

9

11

弱 い点を補 い合 いなが ら授業がで きるので よい
ゲー ムで 自分の力を精一杯出せ な くなる
その他

2224
1614
1221
1514

計

31%

23
15

16

15

ア 先生か ら適切な ア ドバイスがある
イ 先生か らほあ られる

ウ 友達か らほめ られる
エ ゲ ームがで き、勝 てる
オ 自分が活躍で きる
力 技能にあ った練 習がで きる
キ チ ーム ワークが良 か った とき

2016
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2922
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7
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問6ど うすれば、習熟度別授業が楽 しくなる と思 います か。

男 女
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問8男 女 共習 で習 熟度 別 の球 技の 授業 を
行 うと したら、どの種 目を選びますか。

男 女
21%26%
0
)
3

Q
V
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1

1

1
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⊥
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ワ
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計

23%

21

3
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9
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② 分 析 と考 察

ア 種 目の好 き嫌 いに っ いて は、 バ スケ ッ トボ ー ルの 男女 とサ ッカ ー の 男子 が 値 が 高 く

関 心 の あ る スポ ー ツ と いえ る。 バ ス ケ ッ トボ ー ル は男女 と も同 じよ うな高 い値 が 出 て

い る が 、 サ ッカ ー ・卓 球 ・バ ド ミン トン ・ソ フ トテニ ス で は男 女 で大 き く違 う結 果 が

表 れ た 。バ ス ケ ッ トボ ー ル ・バ レー ボ ー ル以 外 の種 目の好 き嫌 い に は 、選 択 の 前 段 階

か ら男 女 差 が うか が え る。

イ 授 業 中楽 しい と感 じ る と きは、 友 達 同士 が協 力 して多 くの ゲ ー ム が で きた と き、 ま

た、 自分 に活 躍 の場 が あ った と き で あ る。

ウ 授 業 中 楽 し くな い と感 じる と き は、 種 目が嫌 いな場 合 が高 い値 を示 して い る。 ま た

チ ー ム ワ ー クが よ くな くて 特 定 の人 ば か りが活 躍 した り、 自分 の ミス を指 摘 され た と

きな どで あ る。 ゲー ムの勝敗 も授 業 その ものの楽 しさに影響 して い るこ と が うか が え る。

工 習 熟 度 別 の授 業 に対 す る意 識 は、3分 の2の 生 徒 が肯 定 的 に と らえ て い る。 こ の 方

法 に対 す る生 徒 の 期 待 は、 「自分 に適 した学 習 が で き る こ と」 に集 約 で き る。 集 団 的

スポ ー ッの学 習 な の で 「チ ー ム ワー クの よ さ」 も この 授 業 の成 否 を 決 め る重 要 な 部 分

で あ る。
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(2>特 性

① 一 般 的 特 性

ボ ー ル を め ぐる攻 防 の く り返 しに よ って 互 い に得点 を競 い合 う と ころ に 楽 しさや 喜 び

を 味 わ う ことが で き る。 ま た、 ボー ル操 作 の技 能 を高 め 、戦 術 を工 夫 す る こ と に よ って

ゲ ー ムを 有 利 に展 開 す る こ とが で き る。

ア バ ス ケ ッ トボ ー ル

相 対 す る2チ ー ムが コ ー ト内 を 自由 に走 りまわ って ボ ー ル を奪 い合 い一 定 時 間 内 に

相 手 ゴー ル に シュ ー トし得 点 を競 い合 う。 ま た、走 、跳 、投 の要 素 が含 ま れ て い る ス

ポ ー ツで あ る。

イ サ ッカ ー

広 い グ ラ ン ドで2チ ー ムが 入 りま じ って ボ ー ルを奪 い合 い 、相 手 ゴー ル ヘ シ ュ ー ト

し得 点 を 競 う。 ゴ ー ル キー パ ー以 外 はお もに足 で プ レーす るた め 、初 め は ボ ー ル コ ン

トロ ー ルカ玉莫匡しい。

ウ バ レー ボ ー ル

ネ ッ トを は さん で相 対 す る2チ ー ムが 、互 い に ボ ー ル を相 手 コ ー トに打 ち合 い 得 点

を競 う。 サ ー ビスや ア タ ック を工 夫 す る こ とに よ って相 手 の ミス を さ そ い、 勝 敗 を 競

う と ころ に楽 し さが あ る。

② 生 徒 か ら見 た特 性

個 人 的技 能 、集 団 的技 能 の両 面 が 必要 で あ り、 チ ー ム ワ ー クが 大 切 に され た ゲ ー ム が

行 わ れ る こ とに よ って楽 しさ や喜 びが 味 わ え る領 域 で あ る。

(3)学 習 計 画 作 成 に お け る基 本 的 な考 え 方

① 生 徒 一 人 一 人 が個 性 を生 か し主 体 的 に学 習 す る ことが で き る指 導 計 画 を 作 成 す る 。

② 生 徒 一 人 一 人 が 自分 の技 能 や適 性 を考 え 、生 徒 が 主 体 と な った グ ル ー プ作 りを す る。

③ 生 徒 が 中 心 と な り学 習 内容 、学 習活 動 を考 え る。

(4)学 習 過 程 の 工 夫

① 習 熟 度 別学 習 を 行 うこ と によ り、主 体 的 に学 習 に取 り組 め るよ う配 慮 した。

② 生 徒 自身 が選 ん だ グル ープ で リー ダーを 中 心 に学 習 方 法 を考 え られ る よ う配 慮 した 。

③ 毎 時 間 ゲ ー ムを 入 れ る こ とに よ り、学 習 の成 果 が 確 認 で き るよ う配 慮 した。

④ 学 習 カ ー ド1・IIを 利 用 し、学 習 し、 身 に付 け た こ とを 「確 か め る』 時 間 を 設 定 し

た 。

(5>課 題 の もたせ 方 、 解 決 の工 夫

① 試 しの ゲ ー ムや 学 習 カ ー ドに よ り自分 の技 能 を 確認 させ 、何 が 自分 の課 題 か を 発 見 さ

せ る。

② 学 習 カ ー ド1・2や 学 習 資料 を も とに して 自分 や グル ープ に あ った学 習方 法 を見 っ け 、

生 徒 自身 で解 決 で き る工 夫 を させ る。

③ 各 グ ルー プ の レベ ルに合 わ せ て 、 ル ー ル や学 習方 法 を工 夫 し、課 題 の解 決 に あ た らせ

る 。

④ 各課 題 に対 して適 切 な指導 ・助 言 が で きるよ うテ ィーム テ ィー チ ングで指 導 に あた る。
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(6)第 二 学 年 球 技 単 元 学 習 計 画(18時 間 扱 い)

1学 習 のね らい

チームにおけ る自己の役割を自覚 して、その責任 を果 た し、互 いに協力 して、計 画的に学 習がで きるよ うにす ると と もに、

勝敗 に対 して公正 な態度 が とれ るよ うにする。また、 自他の健康 ・安全に留意 して、運動 す ることがで きる態度を 育 て る。

個人及 びグループの課題 を見っけ、生徒一人一人が楽 しく主体的に学習す る。

①各種 目の特性 に触 れ、ゲームを楽 しむことにより、生徒一人一 人が種 目の選択 を し、課題 を見っ ける。

②男女共習 のね らいを明確 に し、各種 目別(バ スケ ットボ ール ・サ ッカー ・バ レーボール)の チーム編成 をす る。

③ 自分の意志 で習熟度別 に3グ ループ(A、B、C)の 中か ら1っ を選 び、それぞれの課題 に応 じた学習 内容を考 え る。

④学習資料 を利用 して課題解決 の方法 を見っ け、学習の中で確かめる。

⑤ これ までに習得 した攻防 の力 を生か しなが ら、男女共習の試 しのゲームを行 ったチームに戻 り、 リー ダーを中 心 に高

まった力で各球技 の リーグ戦 ・対抗戦を行 いよ りゲー ムを楽 しむ。

2学 習方法 男女共習 ・領域内選択(バ スケ ットボ ール サ ッカー バ レーボール)習 熟度別学習

3単 元計画

時 112[3 4 516 7181g 10111i12 13114 15116117118

項

目

種 目選 択のための

ゲー ム

オ リ エ ン

テ ー シ ョ

ン

男女共習の

試 しのゲ ー

ム

習熟度別学習

本 時

中間 のまとめ

7～9時 間 に同 じ

グループ再編成

5～6時 間 目　
の チ ー ム に戻

りゲ ー ム に備

え る

まとめ

リーグ戦 ・対抗 戦

i
i
9

4学 習計画
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1

ま
と
め

「種 目選択 のためのゲ ーム」

○ 男女共 習 ・習熟度別学習の進 め方 にっいての確認 をす る。

○ 男女 別で種 目選択をす るためにゲー ムを行 う。

「オ リエ ンテー シ ョン」

○男女共習 のための種 目選択 を し、チーム編成 を行 う。(こ の際、男女共習のね らいを明確にす る。)

○学習 カー ド・学 習資料 ・VTRの 活用方法 にっ いて確認 をす る。

「男女共習 の試 しのゲー ム」

○個入 の目標 ・チーム内での自己の動 きを見 つめ、 自分 自身の課題を見っけ る。

○ ゲームを行 う中で課題 の確認 を し、カー ドに記入す る。(自 己評価)

○ 自己の習熟度 に応 じた学習 グループ(習 熟度別A・B。C)を 選択 し、課題 解決のための学 習の道筋を立て る。

「習熟度別学習」 … 学習 グループ3段 階(A・B・C)

学習 グループA

集団的技能 を中心 に学習 内容 を考 え、 それを実践す る申で リー ダーを育 て る。そ して、よ り高 ま った力でゲ ーム

を行 う。

学習 グループB

個人的技能 を高 め、集団的技能 の習得 にっ いて も学習内容を工夫 する。

学習 グループC

て各 グループで検討す る。

※ 学習例(バ レーボール)

グノレーフ°A

個 人技 能

・学響耀 聾欝 萎査蟻 異轟 薫諜 灘 難 卑分理解、せ。,えz,学習資料を参考にし1

対人 パス

2人 組乱打

動 きなが らのスパ イ ク
フロー ター ・オーバーハ ン ドサー ブ

集団技能

グループB

個人技能

直上 パ ス

対 人 パ ス

2・3歩 ジ ャ ンプ スパ イ ク

ア ンダ ー ・フ ロ ー タ ーサ ー ブ

集 団 技 能

グ ノレー フ。C

個 人 技 能

ワ ンバ ウ ンドのパ ス

直上パ ス

その場 ジャ ンプ ・一歩 ジャンプ

スパイ ク

集団技 能
サーブ レシーブ

スパ イク レシーブか らの攻撃

速攻を ま じえ たゲーム

サ ー ブ レシ ー ブ

サ ー ブ レシ ー ブか らの攻 撃

オ ー プ ン攻 撃 の ゲ ー ム

「ゲ ー ム」 各 グル ー プ に見 合 っ た ル ー ルを 作 り、 楽 し くゲ ー ムを す る。

サ ー ブ レ シー ブ

サ ー ブ レ シー ブ

チ ャ ンス ボ ー ル か らの 攻撃

パ ス ア タ ッ クの ゲ ー ム

「中間の まとめ」

○今まで学習 して きた過程か ら自己を評価 し、 自分 自身にあ ったグループに移動す る。

※7～9時 間に同 じ

「男女 共習の チーム」(5～6時 間 目の男女共習 の試 しのチーム)

○ もとのチー ムに戻 り、集団的技能を学 習 し、作戦 を工夫 して リーグ戦 ・対抗戦 に備え る。

○各個 人の役割 分担を明確に し、ルールをチーム同士 で話 し合 って決め る。

「リー グ戦 ・対抗戦 」

○習熟度別学習 における目標 は達成 で きたか を自己評価 ・相互評価す る。

○全体 のまとあ として、学 習の取 り組 みに関 しての感想を発表 し合 う。
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(7)実 証授業指導案(第 二学年18時 間中の9時 間 目)
・本時 のね らい

① 学習資料 を利用 して個人 や各 グループの課題解決 の方法 を学習す る。

② 班長を中心 に学習方法 を決定 し互 いに励 ま し合 い、安全 に留意 し、楽 しく学習 す る。

③ 技能 に応 じたルールを決 めゲームを楽 しむ。

導

入

10
分

展

開

35
分

ま
と
め
5
分

学 習 内 容 及 び 学 習 活 動

サ ッ カ ー バ レ ー ボ ー ル バ ス ケ ッ トボ ー ル

集合 。整列 ・あ いさつ ・出欠席を確認す る。

学習内容を確認す る。

グループ ごとに本時の課題が記入 されてい るか確認する。

用具 の準 備をす る。

学 習カー ドを参考に しなが ら課題を確認 しあ う。

それぞれの グル ープの班 は班長を中心に本時の学 習内容 を確認す る。(学 習資料 より)

準備運動

班 に分かれて学 習資料 を利用 しなが ら学習をする。(15分)

以下 の例 を参考 に して各 グル ープで無理のないよ うに選択 し、学習をす る。

グループA

個 人 技 能

ボ ー ル リフテ ィ ン グ;ボ レー キ ッ ク
ジ ャ ンプ ヘ ッ ド:シa‐ ト(セ ン タ リングか ら シa一 ト)

フ ェイ ン ト

シ ョル ダー チ ャー ジ

集 団 技 能

20nlで の パ ス 回 し(10mX10mの グ リ ッ ト)

30n2で の ボ ー ル 回 し(10m×10mの グ リ ッ ト)

20n2で の ゲ ー ム

30n3で の ゲ ー ム(15mX15mの グ リッ ト)

50n5で2タ ッチプ レー(コ ー ト半面)

グループB

個 人 技 能

ボ ー ル リ フテ ィ ング

イ ンサ イ ドキ ック(動 き な が ら)

イ ンス テ ップ キ ック(動 き な が ら)

イ ンフ ロ ン トキ ック

ア ウ トサ イ ドキ ック シ3ト
ヘ デ ィ ン グ(動 きな が ら)

シュ ー ト(プ レー ス キ ック)

シュ ー ト(一 度 止 め て か ら)

集 団 技 能

Aグ ル ー プ と同 じ

グループC

個人技能
ボール リフテ ィング
イ ンサイ ドキ ック
イ ンステ ップ
ヘデ イング

スmイ ン
トラ ップ(全 身 で)
ドリブル
ヘディ ング(動 きなが ら)

集団技能

ゴー ル キ ーパ ー

キ ャ ッチ ン グ

ク

ク

ッ

ツ
キ

キ

プ

ク

ト

ツ

ツ
ン

ロ

キ

パ

ド

パ ンチ ン グ

ス ロー イ ン

ア ン ダー ス ロー

オ ー バ ー スm

Aグ ル ー プ と同 じ+50n5で の ゲ ー ム

「ゲ ー ム」

グル ープごとにゲームを行 う

グループA

個人技能
隔
2人組乱打
動きながらのスパイク
フローター ・オーバーハ ンドサーブ

集 団 技 能

サ ーブレシーブ
スパイ クレシーブか らの攻撃

速攻を まじえたゲー ム

グル ープB

個人技能

蔽
対人パ スむ
2、3歩 ジャンプスパ イク
アンダー ・フロー ターサー ブ

集団技能

撃攻の
ム

ら

一

か
ゲ

ブ
ブ

の

=

撃

シ
シ
攻

レ
レ
ン

ブ
ブ
プ

一

一

一

サ
サ
オ

グループC

個人技能
ワンバ ウン ドのパ ス

直上 パス
その場 ジャンプ、一歩 ジャンプ
スパイ ク
アンダーハ ン ドサー ブ

集団技 能画7
シー プ

チ ャンスボールか らの攻撃
パスア タックのゲーム

「ゲ ー ム」

グループ ごとにゲームを行 う

グル ープA

個人技能
フ ェイ ン ト

ジ ャ ンプ ス トップ

ス トライ ドス トップ

クmズ ドア ップ シ ュ ー ト

集 団 技 能

カ ッ トイ ンプ レー

ポ ス トプ レー

ア ウ トサ イ ドス ク リー ン

イ ンサ イ ドス ク リー ン
マ ン ツー マ ンデ ィ フ ェ ンス

グループB

個 人 技 能
シ ョル ダーパ ス

ア ンダ ーパ ス
ジ ャ ンプ シュ ー ト

ピボ ッ ト

集 団 技 能

30N2

40N3

四角 パ ス
マ ンツ ー マ ンデ ィ フ ェ ン ス

グループC

個人技能
チ ェ ス トパ ス&キ ャ ッチ

ドリ ブル&ド リ ブル の 攻 防

両 手 セ ッ トシ3ト
ドリ ブル シュ ー ト

集 団 技 能
パ ス か ら シ3一 ト

ー メ ンパ ス

20N1
ワ ンマ ンダ ッ シ3

「ゲ ー ム」

グル ープごとにゲームを行 う

整理 運動
本 時のま とめ
学 習 カー ド(1・2)に 記入す る。次 時

の確 認をす る。
あい さっ
片付 け
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教 師 の 働 き か け ・ 留 意 点

T1 T2

健康状態を観察す る。
本時の流れを説明す る。

計画 にそって しっか り行 って いるかを確 認す る。
　

全体 の流 れの確認 と指導をす る。1班 長の指導 とグループの課題を指導する。
1

個別 に課題 に対す る指導をす る。

前時 の反省 ・感想 をふまえて考 え させ、話 し合いをす る。

的確 な課題 をっかんでい るか確 認 ・点 検をす る。

学習内容 にっいての ア ドバイスをす る。

各種 目を見て回 り声か け、 ア ドバイ ス、技術指導をす る。

学習 が円滑 に行われ るよう支援す る。

学習 中安全 に留意 す るよ う声をか ける。

学習 に必要 な ものがあ る場 合、班長に確認 し、準備す る。

個人的技能 ・集団 的技能 の学習 はチー ムごとに話 し合いを し、学習例 を参考 に して
学習 を行わせ る。攻 ・守 とも無理のない ように配慮す る。

各種 目を見て回 り、学習 に成果がゲー ムで生かせ るよ う声 かけとア ドバイスをす る。

サ ッカ ー(7'00)

1
バ レー ボ ー ル(7'00)

バ ス ケ ッ トボ ー ル

バ レーボ ー ル(7'00)

バ ス ケ ッ トボ ー ル

1
サ ッ カー(7'00)

T艮 とT:の ローテー ションの ときに連絡事項 や配慮事項 の確認 をす る。

各種 目につ いてチームの目標通 りに試合 が展開 され ているか等、 ア ドバイスをする。

適 切な記入が されて いるか確認 し、 ア ドバ イスをす る。
特 に使 った部位を十分に行わせ る。
健康状 態を確認す る。
ま とめ ・評価 にっ いて助言す る。

評 価

健康状態 を把握 して いるか。

学習内容 を理解 して いるか 。

協力 して準備で きたか。

課題が明確 にっか めて いるか。

学習内容 は的確か。

学習資料 を活用 して学習 してい るか。

自己 ・グループ の課題 解決 に 向 けて工 夫
して学習 して いるか。

互 いに励 ま し合 って学習 しているか。

楽 しくゲームが行われてい るかQ
各チームの レベ ル に応 じて ル ー ルを 工夫
してゲー ムを行な って いるか。

個人 の課題 ・グル ープの 課題 にっ いて学
習 で きたか。自 ら進んで学習で きたか。
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⑧ 資料

1.今 日の課題と達成度

学 習 カ ー ド1

種目( )・()グ ル ー プ

球 技学 習 カ ー ドII(サ ッ カー)

2年 組 番 氏名

たいへんよくできた…Aで きた…Bあ まりよくできなかった…C

時 課 題 達成度 時 課 題 達成度
1 io

z u

3 12

4 13

a 14

6 is

7 16

8 17

9 18

2.課 題への取 り組み方 h.5＼ んよくできた ・・Aで きた…Bあ まりよくできなかった…C

課 題 i 2 3
.

4 5 6 7 8 9 io ii iz 13 14 15 16 17 18

楽しく意欲的に取り組む

asに 即した学習を創意。工夫する

学習資料や学習カードを活用する

すすんでアドバイスやβかけをする

目他の安全に留意して取り組む

3.授 業への取 り組み方 たいへんよくできた…Aで きた…Bあ まりよくできなかった…C

1 2 3 9 ミ5 6 7 8 9 1,11112 13 14 15 16 17 is

自ら協力して準備や片付けをする 1
自ら進んで学習に参加する 1
積極的に話し合いに参加する 1

4.今 日のま とめ たいへんよくできた…Aで きた「・・Bあ まりよくできなかった…C

1 z 3 4 ミ… 6 7 8 9 1D u iz 13 14 15 16 17 1S

自 己 評 価

仲 間 か ら見 た評 価

項 目 / / /

イ ンサイドキック

立ち足が目標方向へかかとから踏み込める

っま先 横に開 き、けり足 が固定 できる

くるぶ しのあたりでポールの中心がけれる 1
目標に対 して正確にパスが送れる

イ ンステップキック

立ち足が目標方向へ踏み込める

足首を伸ば しボールの中心がけれる

蹴った後も足首が固定できる

目標に対して正確にけることができる

ト ラ ッ ピ ン グ

全身を使 ってボ ールが うまく止あ られ る

ボールのス ピー ドに合せ られ る

ボールを最後まで見 ることがで きる

次の動作にすぐに移れる

両手で均等に持ち全身を使って投げられる

ボールが遠 くまで飛ぶ(10Mく らい)
ス ロ ー イ ン

足が地面から離れない

目標 に対 してSに スローできる

ヘ デ ィ ン グ

しっかりと目を開き、ひたいに正確にあたる

目標に対して正確 にパス、 シュー トで きる

上体をそらすことができる

あごを引いて首を固定できる

合 討

グループ分 けの 目安

よくで きる ⇒ ◎

で きる ⇒ ○

もう少 し ⇒ △

⇒

⇒

⇒

プ

ブ

ブ

}

一

一

レ

レ

レ

ノ

ノ

ノ

グ

グ

グ

A

B

C

◎の数が15個 以一L

◎の数が6個 ～a4bl

◎の数が5個 以 下

習 熟 度 別 学 習 メ ニ ュ ー

個人技能の学習例(サ ッカー)

2年()組 種目( )()グ ループ リーダー( )

タイムテーブル 練 習 内 容

fQ分

(各種目共通学習)

バ ス ケ ッ トボ ー ル 、 サ ッカ ー … パ ス
、 シ ュ ー ト

バ レー ボ ー ル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … パ ス
、 サ ー ブ

is分 ゲーム¥`
c鍬:7

資 料()グ ループ

活動の評価

お互いに協力して準礎をする 話し合いが円滑にできる

お互いに協力 して練習をする 声かけやアドバイスを し合う

お互いに協力して片付けをする 楽 しくゲームをする

A B C

。ボ ール リ フテ ィ ン グ ・ボ ー ル リフ テ ィ ン グ ・ボ ー ル リフ テ ィ ング

・ボ レー キ ッ ク ・イ ンサイ ドキ ック ・イ ンサ イ ドキ ッ ク

(動 きなが ら) 'イ ンス テ ップ キ ッ ク

。ジ ヤ ンプ ヘ ッ ド ・イ ンステ ップキ ック

(動きながら) ・ヘ デ ィ ン グ

・ シュ ー ト ・イ ンフ ロ ン トキ ッ ク

(セ ンター リングか ら ・アウ トサ イ ドキック ・ス ロ ー イ ン

シ3一 ト)

。フ ェ イ ン ト ・ヘ デ ィ ン グ ・トラ ップ(全 身で)

(動きながら)
・ シ ョル ダ ー チ ャ ー ジ ・シa一 ト(プ レースキック) ・ ド リブ ル

・シ ュ ー ト

(一 度止めてか ら)

ゴール ・キ ャ ッチ ング ・キ ック(バ ン トキ ック
、 ドロ ップキ ッ ク〉

キ ーパ ー ●パ ンチ ング ・スロ ーイ ン(ア ンダース ロー
、オ ーバー スa-〉

集団技能の練習例

A B C

・2対1で のパス回 し 。2対1で のパス回 し ・2対1で のパ ス回 し

(10M×10Mの グ リ・ソト) (10M×10Mの グリット) (10M×10Mの グ リッ ト)

。3対2で のt一 ル回し ・3対2で のボール回し ・3対2で のボール回 し

・2対2で のゲーム ・2対2で のゲーム ・2対2で の ゲ ー 二、

・3対3で のゲーム ・3対3で の ゲーム 3対3で のゲーム

(15M×15Mの グ リッ ト) (15M×15Mの グ リッ ト) (15M×15¥]の グ リッ ト)

・5対sで のゲーム ・5対5で の ゲーム ・5対5で のゲーム

(コ ー ト半面) (コ ー ト半面) (コ ー ト'#`itii)

・5対5で のゲーム

(コ ー ト半面での

2タ ッチプレー)

評価のめやす たいへんよくできた…Aで きた…Bも う一息…C
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(9)研 究 の成 果 と今後の課題

① 成 果

ア 学 習過程 の途 中 にオ リエ ンテー ションを入れた ことは、生徒 が 自 らの 目標 を明確 に

す る上 で有効 だ った。

イ 種 目選択 のたあのゲームは、 それ以降 の習熟 度別 学 習を行 う上 で大 変 有効 で あ っ

た。

ウ 習熟度別学習 で は、各 グループの リーダーを中心 に学 習方法 を考えることによ って、

よ り意欲 的に学 習に取 り組 む ことがで きた。

工 学習 資料 や学 習カー ドを効果的 に活用す ることによ って、個人の課題が明確になり、

学習活動 がよ り活発 に行 われた。

オ テ ィームテ ィーチ ングを実施す ることで、生徒 や グループに関す る教 師相互 の情 報

交換 が積極 的に行 われ、生徒 の能力や適性等 に応 じて適切 な支援が行われるよ うにな っ

た。

力 習熟度別学習 を進 めて きた過程か ら、 自己を評価 し、 自分 自身 にあ った グループ に

移動す ることは、学習意欲 を高 める上で大変 に有効 であ った。

② 課 題

ア 選択制授業 では、意識調査 の結果を十 分に考慮 に入 れ、また、生徒 や学校 の実 態 に

即 した種 目の設定 を検討す る必要があ る。

イ 種 目の選択 に際 し、試 しのゲ ームを行 ったが、興味 ・関心を引 き出す ためのル ー ル

設定を考慮す る必要が ある。

ウ 校庭 と体育館 で3種 目を同時 に開設す るには、施設、設備、種 目選択時 の人数 等 で

配慮 が必要 となる場合があ る。

工 効果的な学 習を行 う上 で、 日頃か らよ き リーダー シップとフォロアー シップの とれ

る生徒 を育 て ることが重 要であ る。
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3保 健

(1)意 識調査 の結果 と分析 ・考察

① 意識調査 にっ いて

ア 目 的 指導計画 を作成す るに当た って、生徒の保健 に対 す る興 味や関心、授業 の

形態等 にっ いて調査 し、生徒 の実態を把握す る。

イ 対 象 研究員所属校2年 生548名 を対象 として実施 した。

② 結 果

① 体育実技 ・保健への興味関心

体育実技が好き

保健が好き

69%

6%

⑤ 保健授業で望まれる授業形態

一斉学習34%
課題学習61% そ 他5%

どち らも好 き

どちらも嫌い

②t年 時の保健の感想

… しくない 楽 しい

67%133%

③ 保健の授業が楽 しい理由

10%⑥ 単元中興味や関心度の高い項目
1.疾 病の予防21%

15%

心身にっいての知識が理解できた is%

先生の話がおもしろい 52%

自分 の考えたことが正 しか った 21%
グループや班 での話 し合い 7%
その他 4%

④ 保健の授業が楽しくない理由

難 しい 23%

教室での授業が嫌い 27%

先生の教え方が分かりにくい 7%
関心がない 35%
その他 9%

健康 と生活21%

傷害の防止21%

2.健 康 と環境19%

3.心 身の機能の発達と心の健康10%

4.そ の他8%

⑧ 自主学習のための方法

資料等を利用する

実験や実習をする

調べたい場所にいき調査する

その他

⑨ 自主学習 のまとめか た

レポートにまとめて先生に提出する

⑦ 「健康 と環境 」の中で関心の高 い項 目

1.水 の利用 と確保33%

2.環 境 に対す る適応能力29%

3.快 適で能率の良 い環境 の条件28%

4.廃 棄物処理6%

5,そ の他4%

プリントや掲示物を作り、配布したり掲示したりする

発表会を計画してみんなの前で発表する

その他

65%

17°a

10%

8%

40%

③ 分析 、考察

ア 教科 内の興 味 ・関心 の比較 では、体育分野 実技 に興 味 ・関心 を もってい る生 徒が69

%、 保健分野 に興 味 ・関心 を もって いる生徒 が6%で あ った。保健 に対す る認 識 は う

す い。保 健 も体育 も嫌 い と答 えた生徒が15%で あ る。

イ 第1学 年 の ときの保健 の授業が楽 しか った と答 えた生徒 は33%で あ る。楽 しくな い

理 由の中で関心 がない と答 えた生徒が35%と 最 も多 か った。

ウ 保健 の授業 が楽 しか った理 由と して先生 の話 がお もしろか った と答え た生徒 が52%

と半数以上 を占めている。

工 課題学習 を してみたいと答えた生徒 が61%で あ り、 自主 的に学習 して いきたい とい

う生徒の要望 は高 い。

オ 保健の単元の中で、生徒の興味 ・関心 の偏 りは少 ないが、第1学 年 で学 習 した心 身

の機能の発達 は下位 で あった。学習 した内容 を さ らに発展 させて生 か して いけ るよ う

な指導が大切で あると考 え る。

力 自主 的に学 習す る方法 への質問 に対 して は 「資料 を利用す る」 と答 えた生 徒が40%

と多 く、 また、ま とめ方 にっ いて はそれを 「レポー トにま とあて提 出す る」 と答 え た

生徒 が65%で あ った。課題学習の経験が少ないため、学習方法 のイメー ジが で きに く

いよ うであ る。
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〈2)特 性

① 保健学 習の特性

ア 科学 的に思考 してい くことで、判断 ・推理 ・問題解決な どの思考経験 を正確 で豊 か

にす る。

イ 健康 ・安全 の問題 に直面 した場合、科学的で的確な意志決 定を し、 これを 日常 の生

活 の中で具現化 させてい くことので きる学習で ある。

ウ 生徒一 人一人 の興味 ・関心等 を基盤 に し、健康の保持増進 に必要 な知 識 の理解 や技

能 の習 得を深 あ ることがで きる学習 である。

工 実験 や実 習を通 してそれを検証す る ことで、科学的原理 や法則の理 解を深 め るこ と

がで きる学 習であ る。

オ 生徒 が 自ら学習 の課題 を設定 し、 自主的 ・自発的に学 習を進 あ、課題 の解決 を図 る

「課題学 習」等の幅広 い学習指導 を取 り入 れる ことがで きる。

② 他教科 との関連

保健分野 の内容 は、他 の教科 とも密接 に関連 して いる。

ア 理科

第2分 野 「大地 の変化 と地球」……地球 と人間

イ 社会

公民的分野 「国民生活 の向上 と経 済」……国民生活 と福祉

地理 的分野 「世界 とそ の諸地域」……人々の生活 と環境

「日本 とそ の諸地域」 ……国土 の成 り立 ちと自然 、自然 と人 々

産業 と地域、居住 と生活

歴 史的分野 「近代 日本のあゆみ と国際関係」… …近代産業の発展 と社会や生活 の変化

「近代 の世 界 と日本」

ウ 技術 ・家庭

「住 居」……室内環 境 と設備

(3)学 習過程 の工夫

① 学習へ の動機付 けや学習 の見通 し、進 め方の確認 を行 うためのオ リエ ンテ ー ショ ンを

重視す る。

② 生徒が興味 ・関心 や各個人 の知識、生活経験等 に応 じて身近 な課題 を設定 して、 自 ら

課題解決 を図 る学習過程 を重視す る。

③ 学習 した成果を まとめ、発表 し、学 習 した内容 を確実 な ものにす る とともに、学 習 の

成 果を互 いに共有す る。

(4)学 習指 導の工 夫

① 実験 や学 習資料等 を活用 し、 自ら課題 を発見 で きるよ う工夫をす る。

② 興 味 ・関心 に応 じた班編成 を し、課題 を分担 した り、話題 につ いて話 し合 い等 の活 動

が効率 的にで きるよ うにす る。

③ ワー クシー トの活 用や 自己評価表 の工夫を し、課題 と した事柄への経過 とま とめ や発

表等 が確実 な ものか どうかを整理 し、評価で きるようにす る。
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第2学 年 《健康 と環境》単元学習計画(10時 間扱 い)

学 習のね らい

健康 と環境 とのかかわ りにっいて理解 させ、健康 に適 した環境 の維持 や改善 を図 る こと

がで きる能力 と態度を育て る。

学 習の方法

① オリェンテーションで生徒に学習への動機付けを行い、課題を決めグループをっ くる

②生 徒が 自主 的 に学 習計 画を立 て、課題の調 査 ・研究 ・発表 を行 う。

③生 徒への補 足 ・説 明や質疑応答 など行 い、理解 を深 める。

単 元計画
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(6)実 証授業指導案(第2学 年10時 間中 の1時 間 目)

① 本時 のね らい

ア 健康 は環境 と深 いかかわ りがあ ることを知 る。

イ 環境 に関す る課題 の中か ら自分 に関心 のあることを見 つけ る。

② 本時 の展開

「「餐
学 習 活 動

1

教師の働きかけ ・留意点 資料など 評 価!

・身 近 な 環 境 ○身近な環境について 発問 「健康にかかわる環境って 環境に対する認識
導 !
入

10

考える

○人間以外の動植物に

何だろう」

発問 「人間以外の生き物にとっ

が もて たか

7-7i-FU

とっての環境 も考え て住みやすい環境かどう }

分 [
る か」考えさせる

i
実 験 ○身近な 「水」にっい 発問 「3っ の水がどういう種類 時閤の経過に

!予想を立て考察す
1

て調べる(3種 類の の水だと思うか」 違いのある水 る・とができたか1

展

開

35

分

水が校内のどこの水

かを考える)

○水道水と塩素の関係

について知る

自 己 診 断 ○今まで自分が知 り得

たことを確認する

グループ討議O自 己診断をもとに、

自分の知 り得たこと

を発表 しあう

1関心事項の ○自分の興味 ・関心が

1 確認 わいたことがらをワーl

I,シ ー 、に記入する1

悔 ∴

発問 「なぜ色が変わり、何に反

応するのか」

・塩素の必要性を考えさせるこ

とによって健康 と環境には深

い関係があることに着目させ

る

発問 「自分の知 っていることが

どれくらいあるか」

・自分の知 っていることを発表

しあい、お互いの知っている

ことを交換 し、関心を高める

ことを強調する

・健康 と環境にっいての興味 ・

関心を明確にさせる

オ ル ト ト リジ

ン試 薬 、進んで実験が行えi

ワークシート② 【た か

薩 本時の反省灘 翼二課 ド 評価表 黙 難i

巨塵塑塑塑趣 竺竺L」 鍵 劉

ワークシート③1自 分の知識を確認

1できたか{1

発表や聞く副

,よか。たか[
Ii

!

,.,r-F④!鱒 項棚 で1

}きたか}

臨 一■
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(7)資 料

ワ ー ク シ ー ト

1.健 康 にかかわ る環境 とは どん なものがあ るか書 きま しょう。

年 組 番 氏名

● 人間以外の生 き物にな って、住みやすい環 境が 何 によ って壊 され

ているか考え、下に書 き込 みま しょう。

例

2,水 の実験

魚 →

→

→

→

水質汚濁

この水 はどこの水か考 えてみ ま しょう。

3.エ コ ロ ジカ ル クイ ズ

環境で問題にな っていることを知 っていますか?

知 ってい る ○

大気汚染

オゾン層の破壊

水質汚濁

ゴミ処理

地球の温暖化

酸性雨

騒音

(

(

(

C

(

C

(

聞いたことがある △

)

)

)

)

)

)

)

知 らない ×

左記以外で知 って いることを書 きま しょう

色をぬってみよう

ti

00二
⊂⊃
o
O

O
O
O

5.自 分の調べてみた いことを書いてみよ う。

ど この水

理

正

由

解

〈2年 保健〉 課題学習計画書

2年 組()氏 名

2年 組

メ ンバー名

学 習
テーマ

1ll

学 習 i21

のねらい (31

①

学 習
②

③
の方法

④

★夏休 みにやることは、

〈自分の役割〉

自分の役割

と

班員との関係

学 習

のまとめ方

事前に華備する 先生
こと ・必要なこと の印

〈2年保健 自己評価表〉 ◎評価の観点 閲 ……関心 ・意欲9態 度
思 ……思考 ・判断

知 ……知戯 ・理解 技 ……技能年 組 剰 氏 名Il
■

評 価 項 目 観点 趣 戚 度

一

校時

Il)進 んで自分の関心のある課踊をみっけようとしたか。 関 滴足 ・ もう少 し

【2}「鯉康と環境」が深いかかわりがあることを理解したか。 知 満足 ・ もう少 し

【3}「健康と環境」にっいて、自分の知,て いることの確認ができたか。 患 渦足 ・ もう少 し

〔41積 極的に、斑での話合いができたか。 関 満足 ・6う 少 し

⑤ 「健康と環境」にっいて、自分の関心のあることがみつかったか。 関 満足 ・ もう少 し

二
校時

toこ れか らの学習方法についT(課 題学習)理 解したか。 知 満足 ・ もう少 し

② 積極的に、班での話合いができたか。 関 満足 ・ もう少 し

(9)課 題について考えを深めたか。 思 満尾 ・ もう少 し

{4}班 での自分の役割が明確になったか。 関 満足 ・ もう少し

⑤ これからの学習について意欲的に取り組む気持ちが起きたか。 関 満足 ・ もう少 し

三校

時

(ll課 題にそ,て 具体的に計画が立ったか。 思 満足 ・ もう少し

121課 題に対しての予想が立 うたか。 思 満足 ・ もう少し

WI積 極的に、班での詣合いができたか。 関 満足 ・ もう少し

141こ れからの学習にっいて意欲的に取り組む気持ちが起きたか。 関 滴足 ・ もう少し

四校

時
↓
六掠

時

111積 極的1[W#・ 研究・実験を進めたか。 関 滴足 ・ もう少し

121進 んで班での自分の役割を果たしたか。 関 澗足 ・ もう少し

〔3}班 で協力 して行えたか。 関 満足 ・ もう少し

141発 表に向けて準備は進んでいるか。 思 溺足 ・ もう少し

151こ れからの学琶にっいて意欲的に取り組む気持ちが起きたか。 関 滴足 ・ もう少し

七校

時
↓

八校

時

彗

ほ}発 表会の箪備は十分だったか。 関 滴足 。 もう少し

【2[発 表の態度はし,か りできたか。 関 満足 ・ もう少 し

181わ かりやす く発表できたか。 技 満足 ・ もう少 し

聞
く

UIよ く発表を聞いていたかo 関 簡足 。 もう少 し

② 発表の内容がaMで きたか。 知 満足 ・ もう少 し

(81発 表の内容をまとめられrm, 思 満足 ・bう 少し

九桟

時

fU質 問や疑問に対 して、十分に謂ぺ答えることがでさたか。 思関 滴足 ・ もう少 し

〔2)課 題に対して調ぺたこと、わかったことが十分に理解でさたカ㌔ 知 満足 ・ もう少し

〔9)他 の理の調べたこと、発表されたことが十分に理解できたか。 知, 満足 ・ もう少し

十校

時

w自 分の関心のある課題を観究できたか。 関 満足 ・ もう少し

② 課題にそって調査・研究 ・実験ができたか。 思技 満足 ・ もう少し

㈹WE・ 研究 ・実験の結果を十分にまとめられたかロ 思技 満足 ・ もう少し

141ま とめたものを、わかりやすく発表できたか。 関技 満足 ・ もう少し

{5}発 表したことを理解できたか。 知 満足 ・ もう少し

IB)他 の班の発表によって理解 し学習ができたか。 知 満足 ・6う 少し

(7!今 回の諌題学習に満足 しているか。 関 満足 ・ もう少し

18)次 回 も課題学習を行いたいと考えているかo 関 満足 ・ もう少し

感

想

所

罷
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(8)研 究の成果 と課題

① 成 果

ア オ リエ ンテー ションにお ける実験 ・実習 、 ワー クシー ト等 の活用 は、生徒 に学 習 に

対 す る興味や関心を もたせ、意欲を高 め るのに役立 った。

イ オ リエ ンテー ションのね らいを明確 に して行 うことは、自らの課題発見 に効果があっ

た。

ウ 自 ら課題を発見 して、主体的 に課題解決 を図 る学習を進 め ることで、 自ら意 欲的 に

学ぶ力 が身 に付 いた。

工 学習過程 の中で十分 に調べ、達成感 を得 ることで、次回 も自分 たちで調 べ よう とす

る意欲 を もっ よ うになった。

オ 自己評価す る ことで、次の時間 に評価結果 を生かす ことができた。

力 課題 を解決す るために、教 科書 の活 用 はもとよ り、図書室 の利用や保健室 の活 用、

地域の関係施設 などで の調査等、学 習方法 に工夫 が見 られた。

キ 発表会 を実施す る ことによって、 自 らの課題へ の理解 がよ り深 まると ともに、他 の

グループの発表 を聞 くことによって、他 の課題へ の興味 ・関心を もっ よ うにな った。

② 今後の課題

ア ー人一人が主体的 に活動 で きる支援 を、さ らに工夫す る必要が ある。

イ 調査 のための参考資料 を は じめ、課題学習推進上 の学習環境の整備が必要 であ る。

ウ 課題 を解決 す るために、養護教諭 との連携 や他教科 との関連を踏 まえる ことが必要

であ る。

工 校外で の調査活動 には、安 全面 を は じめ十分 に配慮す る必要が ある。
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VIま とめ と今後 の課題

1研 究 のま とめ

生涯体育 ・スポーッの基礎 づ くりを 目指す中学校 保健体育 の学 習 で は、 「主体 は生 徒で あ

る。」 とい う考 えに立 ち、生徒の 自主 的 。主体的学習を展開す ることが重要 であ る。

そのために、生徒の興 味や関心 を大切 に し、生徒 自らが課題 を発見 し、 それを解決 して い

くための支援を行 うことが必要 となる。特 に、オ リエ ンテーシ鐸ン部分を工夫す ることによっ

て、生 徒 自身が学習内容 を選択 した り、課題を設 定す ること等 、適切 に行 え ることが極 めて

大切 であ る。

本年 度 は、研究の視点 を上記 の点 に当て、研究を進 めて きた。「陸上競技 」「球技」 一保健」

それぞれの分科会での研 究の成果 は、次 の通 りであ る。

(1>生 徒一 人一 人が各人の 目標 を もち、自己にあ った課題 を学習す ることで、学 習意 欲が 高

まった。

② 男女共 習や習熟度別学習 によ り、お互 いのよさを見っ けることがで き、励 ま し合 い、 認

め合 う態度が育 成 され た。

(3)テ ィームテ ィーチ ングは、生徒 に関す る教師相互の情報交換 が積極 的に行 われ、適切 な

支援 が行え た。 また、個を生 か しやす く、選択制授業の趣 旨であ る生徒主体 の授 業 展 開 に

効果 があ った。

(4)課 題学 習を通 して、保健学 習への取 り組 みが主体 的 にな り、 自 ら学 ぶ態 度 が育 成 され

た。

㈲ オ リエ ンテー ションを工 夫す ることに よ って、 自主 的 ・主 体 的 な学 習活 動 を展 開 で き

た。

(6)学 習資料 や学習 カー ドを活用す ることによ り、個人 の課題 が明確 にな り、学習活動 が活

発 になった。

2今 後 の課題

(1)選 択制 授業で は、 自己の到達 目標 を設定す る力や 自己 ・相 互評価能力 を高めて い く必 要

があ る。 また、各学 校の施設 ・設備 の実態 に応 じて種 目選択 の調整 をす る必要が ある。

t2)そ れぞれの グループの り一ダーの役割 が学習効果 と深 いかかわ りがあ り、 リーダー育 成

の工 夫が必要で ある。

(3)一 人一人が主体的 に学習す るための教 師の支援の方法を一層工夫 す る必 要が ある。

〈4)課 題 を解決す るための資料 集めや、多様 な学 習を可能 にす るため、今後 は他教科 の教 師

や地域 の人材 との連 携 ・協 力を図 ってい くことも必要 であ る。
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